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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐阜清流高等特別支援学校 学校運営協議会 （第１回） 

         

２ 開催日時  令和８年５月２９日（金） １０：００～１２：００ 

 

３ 開催場所  岐阜清流高等特別支援学校 会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

 

４ 参 加 者  会  長  松本 和久  岐阜聖徳学園大学 教授 

        副 会 長    山田 正行    芥見東自治会連合会 会長 

                委  員    松岡 猛   岐阜市立藍東学園 校長（欠席） 

村瀬 吉範  ＪＡぎふ芥見支店 東部グループ 統括支店長 

                            鷲見 廣也  十八楼川原町寺子屋 塾長（欠席） 

              井上 愛   岐阜放送 営業局 営業部 部長 

              岩原 田鶴子 医療法人 岐阜勤労者医療協会 介護事業部長 

              武山 誠   株式会社 プロスパー 代表取締役（欠席） 

                            有田 悠里  岐阜清流高等特別支援学校 ＰＴＡ会長 

 

              学 校 側    後藤 周太郎    校長 

                         芦田 友味子    教頭 

                            古田 光      事務長 

              外村 良文   部主事 

              三好 宗治   教務主任 

              黒柳 潔    進路指導主事 

              那須 俊彦   生徒指導主事 

              大野 晃    保健安全部長（欠席） 

              間宮 玲    渉外部長 

              江馬 智子   研修・支援部長（欠席） 

（特別支援教育コーディネーター） 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学校経営計画及び組織編成について 

   〇校訓・学校教育目標、学校経営の目標と重点的な取組、教育指導の重点 

意見１： 保護者と取組を共有し理解を得ながら、生徒の学びにつなげられるとよい。 

       ⇒連絡システム（すぐーる）の有効活用もしながら、取組みが共有できるように対

応する。 

   意見２：専門コースの学びを中心とした、働くための学びとしての方向性については、生徒
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の姿で証明されている。 

 

   〇各分掌の方針と重点 

   意見１： 多くの情報があふれている中、情報への対応や人とのかかわりについて生徒指導を

していく必要がある。 

       ⇒世の中の情報量が多く、収集することが安易になっている。活用する能力を育て

るとともに、人とのかかわり方等、丁寧に指導していきたい。 

  

   〇教育課程の編成、授業参観 

   意見１：生徒のメンタルケアも大切にした少人数での授業で、生徒が生き生きしている。地

域の方にも授業を見てもらえるとよい。 

       ⇒地域の方など、生徒の授業の姿を見てもらえる機会を検討していく。 

   意見２：専門コースの取組みとともに、学校全体で環境整備ができている。 

   意見３：自分の力で考えて判断できる力を付けていけるとよい。 

 

 （２）専門コース製品の価格設定について 

   意見１：新商品の開発など、ニーズに合った製品づくりがなされている。 

   意見２：掲載内容など学校ホームページを有効活用していくとよい。 

       ⇒学校ホームページについては、工夫や確認をしながら活用していきたい。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・学校経営計画及び組織編成について全委員より承認が得られた。 

  ・教育課程の編成について全委員より承認が得られた。 

  ・専門コース製品の価格設定について全委員より承認が得られた。 

○時代に応じた学校運営の中で、保護者の理解や地域の力を得ながら常に見直しを図っていく 

ようにする。 

 


